
明治期における音楽用語の研究

一楽典事項の比較検討を野心にして一

田　　邊　　　　　隆

　　（音楽科教育研究室）

　（昭和60年10月11日受理）

1．緒 言

　現在の文部省指導要領（音楽）では，「表現」と「鑑賞」の二領域で表現されている。かつ
　　　　　　　　　　EEI］
ての指導要領では，「基礎」が各領域（歌唱・器楽・創作・鑑賞）と並び取りあげられていた。

また，今日の創造性を重視した音楽教育の動向がある。

　そのような中にあって，あえて明治期の音楽理論書，楽典，音楽教科書の比較検討を試みる

のは，次の理由による。

　今日，学生達が将来の指導者として，より広範で深い理解を経て教育活動に臨む必要性を，

教貝養成課程の中にあって痛感している。

　簡単な音楽理論については，小学校・中学校・高校（選択）の中で翰墨し，体験してきてい

る。しかしその理解は，表面的な暗記が多く，音楽理論への拒否反応の現実は，全て学生達の

責任と言えようか。結果のみ記憶し対応することに強い疑問を抱かずにはいられない。

　明治期は，異なった文化の一つである「洋楽」を国楽作りの一環として導入を試みた時期で

ある。当時，先人達が洋楽を理解し，啓蒙したその経緯について調査することは，現在の初心

者（学生）がこれから音楽体験を重ねて行く上で，有益な示唆が得られることになると考える。

また，現在の音楽理論の指導法について再検討する手掛かりを見い出せるのではないかとも考

える。

II．調査方法及び調査範囲

（1）　資料名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　コ
①音楽之枝折・上（大村芳樹著）明治22年以前普及舎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐほヨヌ
②音楽之枝折・続編（全）　（大村芳樹著）明治22年普及舎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にヰコ
③楽典初歩（文部大臣官房図書課）明治21年大日本図書株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　らコ
④音楽理論（鈴木米次郎著）明治25年秀英舎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　6〕
⑤楽典入門（多梅稚著）明治32年中井書店
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔．7〕
⑥　楽典教科書　（入江好治郎　著）　明治35年　共益商社楽器店
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《表1》

1

楽
雌
日＜

ﾊ

2 3 4 5 6 7 8 9

楽之枝折（上） 音楽之枝折（纐 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科詐 中学ロ。歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
芳樹（M22以前） 大村芳樹（M22） 文部大臨房騨瓢M21） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 鈴木米獅・肇欄二（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

譜

201 301

@楽譜

401

@楽譜
501楽譜
{譜画譜に対して）

6。1（ノーテーション）

@楽譜

701 801

@楽譜

901

@泊こ　　tl　木　　叫

表

202

@譜表
302（スタッフ）

@譜表
402（stave）

@譜表

502

@譜表

602

@譜表

702

@一　　一

802

@譜　表

go2

@譜表

一

203 3。3（フルスコア）

@完全違合譜表

403 5103 6。3（フルスコーアー）

@完全連合譜表

703

@｝　一

803 903

一

204 3。4（スコア〉

@連合譜表

404 504 604けクセッションスタ．ノブ〉

@連合譜表

704 804

@連合譜表

go4

一

205 305

@大譜表

405（great　S宅ave）

@大譜表

505

@大譜表

605

@大譜表

705 805 905

@大譜表

高音部譜表

206 306

@撫暗部譜表

406 5Q6

@高音部譜表

606 706

@｝　　

806 906

@高音部譜表

一

207 307

@中音部；譲

407 507 607 707 807 907

音部譜表

208 308

@低音部三聖

408 508

@低音部一儲

608 708

@一　一

808 908

@低音部譜表

一

2G9

@連曲
3◎9 4㈱ 50∋

@鈎　線

609 7Q9

@一　一

809 9D9

『

210 310（クレッフ幻

@音部記号

ql。（clef）

@音部記号

510 枷（クレフ）

@音部記号

710

@音部記号

810音部記号

@音度記号
910音部国号

@音度記号

（ト淳記号

iｹ部記号

211

@（ト）字記号

311（ト）字記号

@最高音部記号
　　一ｩと字記号
@翻暗部記号

511

@ト字記号
611ト字記号
@高音部記号

7u（ト）字記号

@高音部記号
811と字記号
@一回部記号

911ト字記号
w誧寳?Cバイオリン記号

一

312 312（ハ）字記号

?批e謁次中音講腸

412

@は宇記号

512 612

@中音部記号

712

@｝　一

812は字記号
@中音部記号

912ハ字記号

@中音部記号

（へ浮記号

ｹ部記号

213

@（へ1字記号
313（へ）字記号

@低音部記号
鵬へ字記号
@低音部記号

513

@へ字記号
613へ字記号
@低音部記号

713（へ）字記号

@低音部記号
813へ字記号

@低音部記号
913へ字記号

@低音部記号

上下）四線

214 314（レジャーライン）

@加線
414（Leger　lines）

@加　線

514

@加　線

614

@加線増線

714

@加線

814

@加線

914

@加線

第一線）

215 315

@（第一線）

4工5 515

@（第一線）

615

@（一線）

715

@（第一線）

815

@（第一線）

915

@佛一線）

ダイイチノマ
謌鼕ﾔ）

216 316

@（第一の間）

416 5L6

@（第一間）

616　L・らノ1ま

@（一間）

716

@｝　㎜

816 916

@悌一間）

罐＝二二
217 317 417 517

O二罎）
617

i祝舗）
717

@（下第一の加線上）

8工7 917 i織＝蕎）

節

218

@小節
3正8（メジューア）

@小節
418（Bars　measure）

@小節

518

@小節
61S（ミージュアー）・櫛

@（1小節〉楽旬

718

@／i・節

818

@小節

918

@／1・二

一

2工9 319 4工9 51．9

@正格小節

619

@正格の小節

719

@皿　　一

819 919

@正格小節

｝

220 320 420 520

@変格・櫛

620

@変格の小節

720

@　　　一

820 920

ﾏ格小節，不備・1・節

田



明治期における音楽用語の研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にお　
⑦中学唱歌集・上（鈴木米次郎，野村成仁共著）明治38年十字屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
⑧楽典大意（鈴木米次郎著）明治38年自省堂本店
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　
⑨普通楽典教本（開成館音楽課編）明治41年大阪開成館

（2）　資料作成について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①各資料を初版年の順に並べた。ただし，「音楽之枝折」は上巻と続編の二冊で一つとの見

　　方が妥当と思われたので，「楽典入門」より以前の資料として先頭に配した。

②分類について

　　「1．楽譜」，「2．記号・略号」，「3．音符・休符」，「4，強弱に関する記号」，「5．拍

　　子」，「6．音程・和音」，「7．音階・調」，「8．楽語（速度・その他）」，「9．その他の

　　用語」以上9項目に分けた。

③資料作成における記入方法について

　1．各用語，用法に与えられた名称を記入。

　2．各用語，用法の解説または例示については，（　　）書きで記入。

　3．各用語の名称が無いもの，また記述が不明確なものについては　　を記入。

　4．今回，調査対象外の項目（邦楽など）については，資料に記述があっても省略した。

m．調査結果
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《表1》 楽 譜

1 2 3 4 5 6 7 8 9

駈（上） 音楽之枝折（纐 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科書 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
臓2以前） 大村芳樹（M22） ：螂大臨房図隙（M21） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治躯（M35） 鈴木米次郎野村成仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）
と
・
條
）

221

@一縦線

321

@（単）縦線

421

@縦線

52工

@単縦線

621

@単縦線

721

@単縦線

821

@縦線

921

@（単）縦線
と
1
條
）

222

@二縦線

322（ダブルバー）

@併行縦線

422（Doubie　bars）

@複縦線

522

@複縦線

622

@複縦線

722

@複縦線

822

@複縦線

922

@　　複縦線
223 323 423（P溢rase）

@中節（2～3小節）

523 623（フレ略）

@中節（2小節）

723

@　　　

823 923

224 324 424（Period）

@大節，段落

524 62奴セクション）

@大節（4小鮒

724 824 924

225

@一大節

325（ペリオド）

@段　落

425 525 625（ペリオド）

@小段落18小鮒

725

@段落

825 925

226 326 426 526 626（パラグラフ）

@大段落ほ6小節）

726 826 926

田

一
認
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《表2》 言己一辱｝，　田各号

1 2 3 4 5 6 7 8 9

資料名 音楽之枝折（上） 音楽之枝折（繍 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科害 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
麓趣出版年 大村芳闘M22以前） 大村芳樹（M22） 螂大臣蛎騨課〔M21） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 鈴木米次郎野村成仁（嶋5） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

Ol

@stacca之0

王01 201 301 4。1（cut　off）

@切半

501 601 701 80工 go工

02　　．

@　r
玉02 202 3。2頓音

@（黒点）

4。2（semi　stac．点）

imezzo　stac，判型〉

5。2（黒点）

@凹凹鮮明

602

@星点音

702 802（ス手口トー）

@点を付す

902

@黒　点
03　　▼

@　r
103 203

@頓音
303頓音
@（垂点）

403（staccato）

@垂目，弾音

503（垂点）

@黒点より～層鮮明

603

@頓音

703

@垂点
803（スタカトー）

@垂点を付す

903

@闇闇
04

@スラー

104 204

@→n’　止
@銭　　日

304

@連結
404連結（線）

@個滑に）

504

@連結線
604　連
@鰍滑に連繍

704

@連・結

8。4（スラー）

@円滑に

904

@連結線
05

@レガート

lO5 205 305

@連音
4。5集合連音
@（円滑に）

505 605

@軟滑に

705 805 905

06

@タ　イ

lO6 206

@結合（符）

306（ターイ，門地

@（バインド，結束）

dO6

@連合

506

@連合線

606

@　帯

706

@連合

806 906

@結合線
07

@アルペジオ

lO7 207 307

@全量神速反復
擢（野山動

507

@全脳神速反復

6Q7 707 807 907

@露…　立
@巴　　日

08

@8va
108 208

@0ctavaの略

308 408

@8v1又8va

508 608

@8va
708 808 908

09

@｝oco

109 209 309 409

@10CO
509 609

@記譜通りに

7Q9 809 go9

10

@シンコペーション

110 210切分声
@（〉一切分声符）

310

@切分法

4工Q

@切分音符

510 6正0

@切分法

710 810

@切分音符

910

@切分音
11

@アクセント（〉）

工王1 2U

@増声（符）（sf）

311

@強声

411

@馬副

511

ｽ一音符を特に強く

6H

@増声（fz）

711 8U 9u

@特に強く
12

@臨時記号

l12

@臨時符

212

@臨時符
312臨時用記号
@（臨時音〉

412

@臨時記号

512

@変更記号
612臨時記号
@遷位記号

712

@臨時記号

812

@臨時記号

912

@変化記号
113

@嬰符

213 313

@上音，嬰の記号

413

@嬰（なる記号）

513

@嬰記号

613

@嬰（k一）

713

@　嬰

813

@　嬰

913

@嬰記号
14

@欝（＃＃）

l14 214

@重嬰（の臨時符）

314

@重嬰
4M

@重嬰

514 614 714 814 914

@重嬰
115

@変符

215 315

@変音，変の記号

415

@変（なる記号）

515

@変記号

615

@　変

715

@　変

815

@　変

915

@変記号
16

@bb
116 216

@重変（の臨隣符）

316

@垂変

416

@重変

516 516 716 816 916

@重変
117

@本位符

217 317

@本位記号

417

@本位記号

517

@本位五二

617

@本位

717

@本位記号

817

@本位記号

917

@本位記号
118 218 318 418

@重本位記号

518 618 718 818 918

19

@ブレス（V）

119 219 319 419 519 6エ9（V，’）

鞫閧｢きつぎ）記号

719 819 919

20

@装飾記号倍符）

120 220

@塩梅（えんぱい）

320

@粧飾音

壌20（graces）

@塩梅記号

520 620塩梅記号
@（装飾符号）

720 820装飾音
@（経過音）

920

@装飾記号

一
葦
醤
甲
0
眈
0
沖
か
嚥
掻
逓
践
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《表2》

1 2

記号，略号

3 4 5 6 7 8 9

折（上） 音楽之枝折（繍 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科書 中学唱歌剰上） 楽典大意 普通楽典教本
贋22以前） 大村芳樹（M22） 文部大臣鴨脚謙（M2！） 鈴木米次郎（M25＞ 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 辮螂・野村成仁（M351 鈴木米次郎（M38） 開成軽音楽課（M4D

221 321 421（Beat）

@波動

521 621 721

@一　　一

821

@波動

921

@三音
222

@昌昌

322

@f上音

422

@1尚歯

522

@｛奇音

622

@／奇型

722

@｝　｝

822

@椅音

922

@椅音
223

@後音

323 423 523

@後音

623 723

@一　一

823 923

224（すいおん）

@砕音

324 424（Twitch）

@トウィッチ

524 624

@砕音

724

@一　　一

824

9起点脇
225 325 425

@Trnl
525 625 725

@一　　一

825 925（Mordente）

@（順）漣音
226 326 426 526 626 726 826 926

@逆漣音
227 327

@回音
427（Direct　turn）

@回音

527

@回音

627

@四四

727

@一　一

827

@正回音

927

@順回音
228 328

@当山
428αnverted　turn）

@凹凹

528

@反回音，逆回音

628

@回音

728

@一　　一

828

@転回音

928

@逆四四
229 329

@顕音，連顕

429（TrillO）

@顕　音

529

@顕　音

639

@獺　音

729 829

@四四

929

@顕音
230 330 430

@ダイレクト

530 630 730

@一　一

830 930

231 331 431

V，ゾ・，Simni

53王 631 731 831 931

@／クレ
232 332 433

ﾊ虚」
532 632 732

@一　一

832 932

Y幽
：
）

233 333

@　1　　i
@　・　・，bis

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一S33 ?s。茎，岡 533

@11：：II反復記号

633

P闘1，［図1ジ反覆記号

733

@】1：：「1

833

@ill反復記号

933

@11：：il反復記号

ラ8・）

234

@連続符（β・）

334

@　・＄・

塵34

V9・又・．8・

534

@連続記号㌻8・

634

@β・（なる符号）

734

@β・（反複）

834返奏するところの

@（一s一）注意の記号

934

@連縮写号（｝s・）

235 335

@al　segno
435Dal　Segno
ial　Segno記号迄）

535 635

@反楊；記号（D．S．）

735 835 935

236

@反始符（D，C，）

336

@Da　Capo（D．C．）

436

@Da　Capo

536

@反始（の義）

536

@反始記号（D．C．）

736 836

@返始記号（D．C，）

936

@反始記号の．C，）

237 337（ポース）

@延声記号

437

@延声記号

537

@延長記号

637 737

@　　一@延声記号

837

@延声記号

937

@延長記号
238 338 43s 538

@　　一@終止記号

63S

@終結記号

738

@仮複終る）

838 938

@終止記号
239 339

@結尾

439

@終曲
539（Fin）

@終　止

639

@終結

739

@一　一

839

@終曲

939（Fin．）　　　’　終止記号

240 340 440 640 740 840

「st　Time　I言dTime　I

5．生0

w一「r
940

黷P2

田
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《表3》

1 ワ
一 3

音符，休符

4 5 6 7 8 9

資料名F 音楽之枝無上〉 音楽之枝折（繍　1 楽典初歩 音楽理論　ト 楽典入門 楽典教科聾 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
霧法＝臨出版年

大村芳樹（M22以前） 大村芳樹（M22） 文部大臣爾概躍M21） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚〔M32） 入江好治郎（M35） 多購ll・野村成仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

01

@音符

101

@音符

201

@音符
301（ノーツ）

@音符

401

@音符

501

@音符
601（ノート）

@音符

701

@音符

SOl

@音符

901

@音符
02

@単純音符

ユ02 202 ；；02 402 502

@普通音符

602

@単音符

7D2 802 902

@単純音符
03

@付点音符

103

@旧例としてのみ〉

203

@付点

303

@付点音符

403

@　（付点全音符）

503

@付点音符

603

@付点音符，複音符

703

@付点音符

803

@付点音符

903

@（単附点音符
04

@複付点音符

104 204

@再付点

3し）4

@複点音符
期（二個の付点を

@記することあり〉

504 604

@再付点音符

704 804

@重付点音符

go4

@複付点音符
05

@休（止）符

105

@休止符

205 305

@休止符

405（Rests）

@休止符

505

@休止符
605（レスの黙符

@休止符

705

@休止符

805

@休止符
905黙符
@休止符

96

@単純休〔止）符

106 206 306 406 5D6

@普逓休止符
6。6単麩符

@単休止符

706 806 9。6単純黙符

@単純休止符
【）7

@付点休（止）符

107 207 307

@付点休止符

407

@（付点全休止符）

507

@酎点休止符）

607

@付点黙符，二二符

707

@付点休止符

807

@付点休止符

907

@付点休止符
G8

@複付点休（止府

los 208 308 ‘｝〔）3
50δ 5DB

@再付点黙符

708 808

@重付点休止符

908

@複付点休止符
09

@1101，自

工09 209 309 4〔｝9

F翻（di ，　11011）

509 609 709 809

無難符掛
10

@．0

nへ〕

@全音符

aG 31繝Zミブレーブ）

@全音符

410

@全音符

510

@全音符
脚（セミブリュープ）

@全音符

710

@全音符

δ10

@全音符

910

@全音符
111

@二分一型

211 311（ミニム）

@二分音符

411

@二分。符，半音符

511

@二分音符

6ロ（ミニム）

@半音符，二分音符

7U

@二分音符

呂li

@半音符

911

@二分音符
112

@四分一符

2！2 312（クロチュット〉

@四分音符

柵（crotchet）

@四分音符

512

@四分音符
肥（クロチェット）

@四分音符

712

@四分音符

812

@四分音符

912

@四分音符
113

@八分一符

2ユ3 313（クェバー）

@八分音符

戯3

@八分音符

513

@八分円符

61：5（クェーブェル）

@八分音符

713

@八分音符

8工3

@八分音符

913

@八分音符
14

@　♪
LL生

@十六分一符

2t4 31敵セミクェバー）

@十六分音符

414

@十六ノ渚符

5玉4

@十六分音符

脳（セミクェーブェル〉

@十六分音符

714

@十六分音符

S渦

@十六分音符

9N

@十六分音符
15 l15

@三十二分一符

215 315（デミセミクェバー／

@三・・に分音符

415

@三十二分音符

515

@三十二分音符

615げミセミクェーブェル）

@三十二分音符

715

@三十二分音符

8工5

@珊二分音符

915

@三十二分音符
16

@　買

116

@全音の休止概→・．

216 3正6

@　　　←）

416

@全音休止符（闇→

5／昏

@金休」二曲回

616（セミプ振一ブレスD

@全凹凹←rl

716

@全休止符（囲

816

@全休止符（・一）

肌6

@全休止符（一）
17

@　具

H7

�ｪ一の休止符（→

21ア ヨ17

@　　　囲

’H7

@半音休止符（」→

517

@二分休止符（一→

617

@二分岬山←嶋

717

@二分休止符（潤→

817

@半休まし符（一〉

9L7

@二分休止符（一）

118

l分一琳．止符（て，め

21δ 318

@　　　（’く）

418

@附休止符（や

518

@四分休止符（て，ゐ

618

@四分紬・はく，刈

7LS

l分休麟（て，め
8蝿

l分休止符ぱ，～）
瓢s

l分休止符は、て）

19

@　γ
l19

ｪ分一の休．1購（ム，ブ）

219 319

@　　　げ）

419

@八分休止符（ブ）

5ig

@職分休止符げ）

619

@八分黙符（ブ，ブ）

719

@中分休止符（γ）

819

@八分休止符（ブ）

919

@八分休止符（カ
20

@　デ
120　　　　　　　　　　　　　220

{紛調木止泌晒 1
32〔｝

@　　　（テ〉

42〔，

@＋六分休止狽勇

530

@＋六分イ紐符げ）

620

{六分黙符げ）

720

{六分休止符磁
呂20

{六琳止符（朔
9巳〇

{六分休止騨）

聾
遷
π
㍑
耳
ぴ
島
外
詔
輩
3
彰



《表3》

1 2 3

音符，休符

4 5 6 【
’

8 9

支折（上） 音楽之枝捌纐 楽典初　歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科｛1、・ 中学唱歌渠（上） 楽典大意 普通楽典教本
醜2以前） 大村芳樹（M22＞ 文部姫官房図淋（M21｝ 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 鈴木米次郎・野村成｛＝（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M4D

22ユ 321

@　　　（ダ〉
421

O＋二分休止符（弟
521

O＋二琳止符（拓
621

O＋二分黙寄（偽
721

O＋二分休止符（勢

821

阯ﾔ止符崩
921

O＋二分休止符南

222 322

@符首

422

@白符，黒符

522 622

@符頭

722

@一　一

822 922

@符頭
223 323

@符　尾

423

@符毘

523 623

@符尾

723

@一　一

823

@符尾

923

@符尾
224 324

@　鈎

424

@　鈎

524 624

@符　鈎

724

@一　㎜

824

@　鉤

924

@　鈎
225 325 425

@連合音符

525 625 725

@一　㎜

825 925

226 326（トリプレ7ト）

@変拍子

426（Triplet）

@変拍子
526三連音符
i：泊子上，変拙子という）

626三連音符
@　（変抽豹

726

@三連音符
s26三進拍子
@　（変拍子）

926三連音符
@（拍子上，変拍子）

227 327 427 527 627 727 S27 927

@五連音符
228 328 428 528 628 728 828 928

@七連音符

田

お
c
Q
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《表4》 強弱に関する記号・

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

音楽之枝折（上） 音楽之伎折（繍 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科書 中学唱歌某（上） 楽典大意 普通楽典教本器法著者．灘
大村芳樹（M22以前） 大村芳樹（M22） 文部大臣翫図諏〔M211 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治鰍M35） 鈴木米次郎・野村成仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽謂瓶D

0工

@　　P

101 201

@柔軟（に奏す）

301

@弱　声

401（soft）

@弱戸に

501

@　　駒

60工

@弱　く

701

@弱　く

801

@弱勢に

901

@弱　く
02

@　　mP

102 202 302 402

@寧ろ弱川こ

502

@中　弱

602

?fの度より少し弱く

702

@梢弱く

802

@（Mezzo；中勢に）

go2

@中等の弱さに
03

@　　PP

103 2〔｝3

@極て柔軟（に奏す）

3し｝3

@極　弱

4〔〕3（very　soft）

@甚だ弱声に

503

@最弱

603

@極めて弱く

703

@甚だ弱く

8〔｝3

@最弱勢に

903

@尤も弱く
。‘且

@　　f

104 204

@剛壮（に奏す〉

304

@強　戸
掴（loud）

@強Fに

50ヰ

@　　強

604

@強　く

704

@強　く

804

@強勢に

go4

@強　く
05

@　　1nf

105 2。5fとPの中間の

@度に於て奏すべし

305

@中等の強声

・105

@冤ろ強声に

505

@中　強

605

?fの度より少し強く

705

@梢強く

905

@（Mezzo；中勢に）

905

@中等の強さに
〔）6

@　　ff

Io6 206極て剛壮に
ｿて粗暴に失す可らず）

306

@極強
’105（very　loud）

@甚だ訓声に

506

@最強

51）6

@極めて強く

？06

@甚だ強く

呂06

@最強勢に

906

@尤も強く
07

@　　sf

107

@　　　　　　　　　　∫
207躯（強∫部に

@あらざるものの獣鋤
307増一一，fz
i特別に声力を加え）

斯（不時〉埋ズ
@（但し其音のみ）

507凹凹sf；記号く｝

@一音のみ特に強く

607

tしたる音符のみ強く

707 807 907

@急に強く

08

@　　＞，〈

1・8　　　　1 209　を増加せしむる時，

@聯と称し強声と囲1愉

308

i特別に甲州を加え）

408

@強　ノ・・

508

@一音符を特に強く

6。8罵声（強声部より

辮ｺ部に勢力を与ふ）

708（accent）

@強　く

808 908

@特に強く
09 1（19 2〔〕9（crescendo）

@漸大音

3。9（crescendo）

ﾅ初弱〆，漸次山山

409｛increasi庭g　in　bud瓢）

Q次強声に，漸次増声

509（cres）

@漸次に強β

609（cres．〉

@次第に強く

7。9（crescendo）

@漸次に強く

8。9（cresc．）

@漸次増勢

go9（creSC．）

@漸次強く
1G 1玲 21く｝

@漸法音

31t＞

@（diminuendQ）

へIO　ldec陀as加9曲udne鋤

Q次弱声に，漸次甲声

51。（Decres）

@漸次に萄月

51〔」

@次第に弱く

7畷〉，珈inuendo）

@漸次に弱く

δ1⇔

@漸次減勢

910

@漸次弱く
11

@　　diln，

111 211（DiminuendQ）

@漸小音

31L（dilninuendo）

@減声力，漸次弱声

411（deminishing）

@減声に
511（〉）
@断次に弱声

611

@次第に弱く

711（〉，Dh皿nuendo）

@漸次に弱く

811（Deminuendo）

@漸次滅勢
911（Diminuendo）

@漸次弱く
12

@　　〈〉

112 212 312 4王2 512 612　スエルはず，次第に

ｭくし次に次第に弱くす｝

712 812 912

13

@　　fp

l13 213 3正3 413〔1。ud巨nd　inst自nしly罰IU

ｭ㌍の後疸ちに弱声に

513 613 7B 813

@　　　　　　　　　　　1

lg13

14

@Sempre　ff

正14 2工4 呂／4 414

@常に強音に

5／4 6U 714 　　　　　　　　　　　　Ir14 9K

醇
避
π
銚
等
か
鴫
襟
章
期
鞘
3
理
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《表5》

1

拍 子

2 3 4 5 6 7 s 9

折（上） 音楽之枝折（続） 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科書 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本

座22以前） 大村芳樹（M22＞ 文部大臣鶴図書謂M211 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 鈴木米次郎・野村成仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

201 30王（シグナチューア）

@拍子記号

4。1（time　signature）

@拍子記号

501

@拍子記号

6。1（タイムシグナチュアー）

@拍子記号

701

@拍子記号

801

@拍子記号

901

@拍子記号

層：至il） 202 302

E法（下拍，左拍・…）

402 502

@拍法（図形）

602

@拍節（図形）

702

一　　一

802

@拍節法（図形）

go2

@拍法咽形）
203 303 403 503 603

@呼声

703

…　一

803 903

204

@強　　声

304

@強声（部）

404

@強声（部）

504

@強　声

604

@強声（部）

704

一　　一

804

@強声（部）

904

@強声（部）

205

@弱　声

305

@弱声（部）

405

@弱声（部）

505

@弱　声

605

@弱声（部）

705 805

@弱声（部）

905

@弱声（部）

206

@　儲例）

306

@　（譜例）

406

@　儲例）

506

@　（譜例）

606　．、おこ

@弱起り

706

o
806 906

@　（瑠例）

2。7切叫声
@　（〉…切分声符）

307

@切分法，切分音

407

@切分音（符）

507 607

@切分法

707 807

@切分音符

9D7

@切分音
208 308

@拍節機

408

@拍節機

508　　■ 608

@拍節機

708 808

@拍節機

go8

@拍節機
209

@　　子

309

@子，甚（の

409

@壱，条，号（の，÷

509

@子，暑（¢）

609

@÷，妥（¢）

709

@尋，甚（の

809

@3＿　2＿　　4，　　2

909

@三　　且　　4　，　　z

妾

210

@　　甚

310

@音，甚，一｝

410

@　　　　　3　ユ　且　　蓋　　δ，　4，　堕「，　1

510

@甚，暑

610

@暑，暑，暑

710

@且　　二一　　8，　4

810

@ゑ　三　　呂，　4

910

@　3　ユ　　3@百，　4，　　　　　　隔ガ

211

@壱，含（C）

311

@告（C），一｝（C＞

411

@急÷（C）謝の

5u

@昔，を（C）

611

@壱，甚（C＞

711

@昔，÷（C）

8U
@譲＿　三　　8，　4

911

@三　　⊥　　⊥　　8，　47　z

212 312 412

求i不規則なる拍子）

512 612

@　伍拍子）

712 812 912

213

@　号

3B
@五　　．旦　　8，　4

413

W（昔〕、魯（母），を胤暑

513

@　　暑

613

@　6　ゑ　笥㌔　4

713

@　暑

813

@互　　．6＿　　昌，　4

913

@』一　」軋　　8，　4

2ユ4 314 414 514 614

@　（七拍子〉

714 814 914

i慰）
215 3正5 415 515 615 715 815 915

216 316

@』L　£　　8，　4

416

{（蕃｝，葺（岳〉，÷（告），甚　　　　　　　　　　1

516 616

@　　号

716 816 916

@　　暑

217 317

@　　ぜ

417

?ｭ），響樹，劉射

517 617

@　響

717 81？ 917

@　　ぜ

聴髄拍子
?C垂，÷）

j?粕庶q
ｹ，尋，甚）

｡普通拍子
i暑，》）

ﾌ舗数拍子
i音）

218

集合

庶q

318　単純撒借通）拍子
P純　（÷，甚，甚〉

庶q単純三進拍子
@　　　（苦，甚，甚〉

@　　集合偶数〔普通〕拍子

@　　　（音，を，誉｝

@　　集合三進拍子
@　　　〔暑，音｝

煽｛言騰ili

V講ili　li渥耀［］なる拍子㈲

51
二拍子

l拍子
ﾉ拍子の重複〉

O拍子
Z拍子
i三拍子の韮複）

驚｛ll軽子・　　　　（六拍子，欄醐

ﾙ1；i翼：1　　　　仇拍子1

718
二拍子

l拍子

O拍子

Z拍子

81 3二拍子嘱するもの

O拍子に属するもの

l拍子に属するもの

D六拍子に属するもの

91
@普通拍子（平等拍子）
@　（2　4　4M4n，　T，　〉＋）

@三進拍子杯等拍子）
@　（甚，暑，音）

i喜楽灘響、）

田
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和音音程《表6》

987654321

音楽之枝折（上） 音楽之枝折（続） 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科書 中学ロ日歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本　　　　　資料名
e法拠蹴年 大村芳樹（M22以前） 大村芳樹（M22） 文部大臣鰍図画（M2D 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 鈴木米次郎野村成仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

Ol

@音程

101 20工 301（イントルバル）

@立　程

401

@音程

501

@音程

601

@（単）音程

701 801

@音程

901

@（単）音程
02

@複音程

102 202 3Q2 402 502 6。2汐プルインターバル）

@複音程

702 802 902

@複音程
03

@和声的音程

103 203 303 403 503 603 703 803 go3

@和声的音稚
04

@旋律的音程

104 204 304 404 504 604 704 804 go4

@旋律的音程
05

@全音階的音程

105 205 305　　　　　　　　　　　405

@全音階的音程

505

@全音階的音程

605

@全音階的音程

705 805 905

@全音階的音程
G6

@半音階的音程

↓06 206

@半音階的音程

4G6 506

@半音階的音程

606

@半音階的音程

706 8Q6 9G6

@半音階的音程
07

@全音階的半音

107 207 307 407 507

@全音階的半音

607 707 807 907普通半音
@全音階的半音

08

@半音階的半音

108 208 308 408 508

@半音階的半音

608 708 808 9。8変体半音

@半音階的半音
09

@完全協和音程

109 209 309 409

@完全際物程

509 609

@完全協和音程

709 SO9 go9

@完全断暗程
LQ

@不完全翻暗闘

HO 2！Q 310 4生Q

@不完全協和四王

510 61G

@不完全協和音程

710 8工G 91G

@不完全協和音程
11

@不協和音程

工11 211 311 41王

@不協和音程

5n 611

@不協和音程

711 811 91工

@不協和音程
12

@度
112 212 312

@度数

412 512

@度数
612（デグリー）

@　度

712 812 912

13

@完全音程

1！3 213 313 413

@完全山国

513 613

@完全音程

713 813 913

@完全音程
14

@長音程

114 214 314

@長音程

414

@長昔程

514 614

@長音程

7／4 814 9／4

@長音程
15

@短音程

115 215 315

@短音程

415

@短四王

515 615

@短音程

715 815 915

@短音程
16

@増音程

116 216 316 416

@増音程

516 616

@増音程，超過音程

η6 816 916

@増音程
工7

@減音程

l17 217 317 417

@減音穫

5ユ7 617

@上音揺不及音程

717 817 917

@減音程
工8

@転　回

l18 218 318（インポ1レション）

@転　回

418

@転回暗程）

518 618

@転　回

718 818

@転　回

918

@転回
19

@原音程

119 219 319 419 519 619

@本源音程

719 819原音程
@根底部王

919

@原音程
20

@同音

120 220 320（ユニゾン）

@同　音

420

@同度音程

520 620同音音程
@中性一度音程

720 820

@同度音程

920

一
念
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《表6》

1

rE，iMMMMTrm，　，127

2 門
O

音程，和音

4 r
） 6 【

’
g 9

折（上） 音楽之枝折（統〉　｝　楽　典　初　歩 音楽理論 楽典　入　門 楽典教科書 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本

122以前） 大村芳樹（M22） i文部四四図臨（M21） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治則M35） 鋼（米次鯉鮒成仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41＞

一

221 321

@同　音

421

@同度音程

5：≧1

@完全第一度

621

@完全一度

721 821

@同度音程

921

@完全第一度

一

222

@　一

322 422

@増「司度

522 622増一度
@超過一度

722 822 922増第一度
@大完全第一度

一

223 323

@長第二度

423

@長第二度

523

@長第二度

623

@長二度

723 823

@長第二度

923

@長第二度

｝

224 324

@短第二度

424

@短第二度

524

@短第二度

624

@短二度

724

@　㎜

824

@短第二度

924

@短第二度

一

225 325 425

@増第二度

525 625

@増二度

725

@　　　一

825 925

@増第二度

一

226 326 ‘且26

@減第二度

526 626 726

@　一

826 926

｝

227 327

@長第三度

427

@長第三度

527

@長第三度

627

@長三度

727 827

@長第三度

927

@長第三度

一

228 328

@短第三度

428

@短第三度

528

@短第三度

628

@短三度

728

@　｝

828

@短第三度

928

@短第三度

㎜

229

@　　　　…

：329 ダ且29

@増第三度

529 639 729

@　一

8z9 929

一

230 330 430

@減第三度

530 630

@減三度

730 830 930

@減第三度

一

231 331

@完全第四度

431

@完全第四度

531

@完全第四度

63ユ

@完全四度

731

@　㎜

831

@完全第四度

931

@完全第四度

一

232 332

@三連全音的第四度
覗三連全音
@増第四度

532

@増第四度
632三連全音的四度
ｴ過四度，大完全四度

732 832

@増第四度
932増第四度
@大完全第四度

㎜

233 333 433

@減第四度

533

@　　　・

633

@減四度，不及四度

733

@　一

833 933減第四度
@不完全第四度

皿

2：54 334

@完全第五度

434

@完全第五度

534

@完全第五度

634

@完全五度

734

@　一

834

@完全第五度

934

@完全第五度

　

235 335 435

@増第五度

535 635

@増五度，超過五度

735

@　一

835 935増第五度
@大完全第五度

一

236 336

@不完全第五度
輔減第五度
@（三連全音の転剛

536

@不完全第五度
636不完全五度
@不及五度，減五度

736

@　｝

836

@減第五度
936減第五度
@不完全第五度

一

237 337

@長第六度

437

@長第六度

537

@長川六度

δ3ア

@長六度

737 837

@長第六度

937

@長第六度

㎜

238 33δ

@闇闇六度

438

@凹凹六度

53S

@短第六度

638

@短六度

738

@　一

838

@短第六度

938

@短第六度

㎜

239 339

@増血六度

439

@空山六度

539 639

@増六度

739

@　一

839 939

@増第六度

一

240 340 440

@減第六度

5二且0 640 7岨0

@　一

840 940

田
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俵6》
1 2 3

音程，和音

4 5 6 7 8 9

資料名 音楽之枝折（上） 音楽之枝折（紛 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科書 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
雛法瀦撒年 大村芳樹（M22以前） 大村芳樹（M22） 文部大臣官房図蘇（M21） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 鈴木米次郎・野村成仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

41

@長7度

141 24ユ 341

@長第七度

441

@長第七度

541

@長窮七度

641

@長七度

741 841

@長囲七度

941

@長第七度
42

@短7度

142 242 342

@短第七度

442

@凹凹七度

542

@短第七度

642

@短七度

742 842

@短第七度

942

@短第七度
岨3

@増7度

143 243 343 443

@増第七度

543 643 743 843 943

44

@減7度

144 244 344

@減第七度

444

@凹凹七度

544 644

@減七度

744 844 944

@減第七度
45

@完全8度

145 245 345

@完全第八度

445

@完全第八度

545

@完全第八度

645

@完全八度

745 845

@完全第八度

945

@完全第八度
46

@減8度
王46 246 346 446

@減第八度

546 646

@減八度，不及八度

746 846 946

@減第八度
47

@帳9度）

工47 247　　　　　　　　　　347（コンパウンド）

集合帳）第二度音程

447 547 647

@集合長二度（音程〉

747 847 947

48

@和　音

148 248 348 44S 548

@和　絃
648（コールド）

@和　絃

748 848

@和　絃

948

@和　絃
49

@和　戸

工49 249 349 449 549

@　（和声学）

649（ハーモニー）

@和　声

749 849

@和　声

949

50　　　　　　　2
@四．和音　；建

150 250 350 450 550

@和　絃

650 750 850 950

@全備和絃
51

@長三和音

151 251 351 451 551 651長三和音
@　惜通和絃）

751 851

@長和絃
951完全長和絃
@長三和音，長和絃

52

@短三和音

152 252 352 452 552 652短三和音
@　（普通和絃）

752 852

@短和絃
952完全短和絃
@短三和音，短和絃

53

@増三和音

153 253 353 453 553 653

@増三和音

753 853 953増三和音
@開脚（の）和絃

54

@減三和音

154 254 354 454 554 654

@減三和音

754 354 954減三和音
@減五（の）和絃

55

@（和音の）根音

155 255 355 455 555 655 755 855

@主調音

955

@基音，根音
56

@（和音の）第三音

156 255 356 456 556 656 756 856

@　（第三度）

956

@第三音
57

@（和音の）第五音

157 257 357 457 557 657 757 857

@　櫛五度）

957

@第五音
58

@基本型

工58 258 358 458 558 658 758 858

@第一位証1

958

59

@第1転回型

工59 259 359 459 559 659 759 859

@第二位置

959

60

@第2転回型

工60 260 360 460 560 660 760 860

@第三位置

960

軸恥

ｭ
π
赫
｛
沖
ぴ
鴫
襟
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俵61 音程，和音

一
心
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1 ？
冒 3 4 r
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r

s 9

：捌上） 音楽之枝折（細 楽典初　歩 音楽理。1厚 楽典入門 楽典教科t｝ 中学ロ歌集（上） 楽典大意 並通楽典教本
“122以前〉 大村芳樹〔M22） 文。ll大臣翫口占嗣M鋤 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32＞ 入江婿白郎（M35） 鈴木米次郎、酎成仁（M35〕 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

一

261 36i 46工 561 661

@　　　　㎜

761

@　｝

861普通和絃
@主調和絃

96工

@君一度

』

262 362 4b2 562 662

@　　　　㎜

762

@　｝

862

@…　…　囮　一

962

@第二度

…

263 363 4．63 563 663

@　　　　　

763

@　　

863 963

@為三度

…

264． 364 464 564． 664

@　　　　｝

76‘i

@　　

864

@次属和絃の和絃

964

@第四度

｝

265 365 4．65 565 665

@　　　　｝

765 865

@属和絃の和絃

965

@第五度

一

266

@　一　』

366

@　一　　一　．　一

466 566 666

@　　　　一

766

@　一

866

@　　　一

966

@第六度

｝

267 367 457 ∈．6ア 667

@　　　　一

767

@　一

867 967

@第七度

一

26S 368 46s 563 668

@　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

768

@　一　一

868（並通和絃＋7）

@第七度の和絃

968

　

269 369 469 569 669

@　　　　一

769

@　一

869 969

@基礎和絃

田
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《表7》 音階，調
1 2 3 4 5 6 7 8 9

音楽之枝折（上） 音楽之枝折（続）　1　楽　典　初　歩 音　楽　理　論　［　楽　典　入　門 楽典教科書 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
正法著者・出版年

大村芳樹（M22以前） 大村芳樹（M22）　文部大臣官房図蔓1頭M2玉） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 淋米次郎・野村成仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

01

@音　階

101

@　音　階

201　　　　　　　　．301

音　階

401

@音　階

501

@音　階

601

@音　階

701

@音　1砦

801

@音　階

901

@音　階
02

@全音階

102 202　　　　　　　　　302（ダイアトニック）

全音階

402〔ダイアトニ・ノクスケール）

@全音階

502

@全音階

6。2〔ダイアトニックスケ一助

@全音階

702 802 902

@全音階
03

@半音階

103

@　半音階

2。3 @　　1303　　　　　　　　　，

　半音階
iクロマチ．アク…潤色）

403（クロ・呼ックスケール）

@半音階

503

@半音階
603（上行的）半部皆（均

i下行的）半音階（b）

7D3 803

@半音階

903

@半音階
04

@全　音

104 204 304（トン〉

@全　音
404（tone）

@全　音

504

S音（程），一音（程）

604 704

@全音，一音

804

@全　音

904

@全音程
D5

@半　音

105 205 305

@半　音

405

@半音程

505

@半音俄）

605 705

@半　音

SO5

@半　音

905

@半音程
D6

@長音階

106 206 306

@全音階的長音階

406

@全音階的長音階

506

@長音階

606

@長音階

706 δ06

@長音階

906

@長音階
07

@短音階

107 207 307

@全音階的短音階

407

@全音階的短音階

507

@短音階

607

@短音階

707 807

@短音階

go7

@短音階
08

@自然短音階

108 208 308 へ08

@自然的短音階

508

@自然短音階

608

@自然短音階

708 SO8

@自然短音階

908

@自然短音階
09

@和声的短音階

lo9 209 3。9（アルテルド）

@変体短音階

409

@和声的短音階

509

@和声的短音階

609い迂二．，クマイトス靭レ）

@和声的短音階

709 809

@和声短音階

go9

@和声的短音階
10

@旋律的短音階

110 210 310 410

@旋律的短音階

510

@旋律的短音階

610顧ディ．、クマイナースケール〕

@旋律的短音階

710 810

@旋律短音階

910

@旋律的短音階

11（近親関係）

@関係調

1／1 211 311関係長音階
@関係短音階

411軽四関係
i関係帳・短〉音階）

511

@関係（長頗）音階

611ωレチーブキー）

@関係調

711 811 911

@関係依・短）調
12

@第1音

112

@　基　音

212 312（トニック注音

@主調音，主和絃

412（Key－note）主調音

@（トニ．ノク注和絃

512

@第一音
612〔キーノート注調音

@（トニック）主和絃

712

@根　音

812
912主音
@主調音，主和絃

13

@第2音

113 213 313 413

@上主和絃

513

@第二音
613（サブトニック）

@上主和絃

713 813 913

@上期和絃
14

@第3音

114 214 314 4工4

@中和絃，中主和絃

514

@第三音
514（メジアント）

@中和絃

714

@第三音

814

@第三度
9M

@中和絃
15

@第4音

115 215 315（サブドミナント）

@次属和絃
415第四度
@次属和絃

515

@第四音
615けブドミナント）

@次属和絃

715

@第四音
815第四度
@次回和絃

915次属和絃

@下属和絃
16

@第5音

116 216 316（ドミナント）

@属和絃
416第五度

@属和絃

516

@第五音
6／6（ドミナント）

@属和絃

716 816穿’五度

@属和絃

9／6

@属和絃
エ7

@第6音

1工7 217 317 417

@次中和絃

517

@第六音
617（サプメジアント）

汳?a絃，上巳和絃

717 817

@第六度
917次中和絃
@一と属和絃

18

@第7音

118 218 318

@導　音

418

@導　音

518

@第七音，導音

618の一ジングノート）

@導音，下主和絃

7工8

@第七音

818

@第七度

918

@感音，導音、下半音

19（オクターブ）

@第8音

119 219 319（オクターブ）

@八　音

419

@八音、第八音

5工9

@第八音
619（オクターブ）

@八　音

719

@第八音

819 919（オクターブ）　噂　　　　立　八　　　日

20

@幹　音

120 220 320 420 520 620 720 820 920

@本位音，基礎七音

醇
藍
π
雛
等
か
略
瀬
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《表7》

1 2

音階，調
3 4 5 6 7 8 9

資料名 音楽之枝折（上） 音楽之枝折（続） 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科書 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
編法瀦・出鵬 大村芳樹（M22以前） 大村芳撰（M22） 螂姫官房図蘇（M21） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 鈴木米次郎・蜘成仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）
21

@調　号

121

@　　　㎜

221 321

@調　号
421（Key　SignatUre）

@調　号
521調号
@調子記号

62エ（シグナチュアー）

@調　号

721

@一　一

821

@調　号

92工

@調　号
22

@主　　調

122

@　　　一

222 322（プリンシパル）

@主　　調

422

@主　調

522 622 722

@　　㎜

822 922

@主　調
23

@移　　調

123

@　移調法

223 323（トランスポジション）

@移　調

423 523 623

@移　談

723

@｝　　一

823

@移　調

923

@移調法
24
@
転
　
調
…

124

@　　　㎜

224 324（モジュレーション）

@転　調

424 524 624

@転　証

724

@一　一

824 924

@転調，（付属調〉

r音名
125

@　　　一

225 325

@（音符の名称）

425 525

@音　名

625

@音　名

725 825 925

@音　名
26

@階　名

126

@　　　一

226 326 42δ

@倍階の引音）

526

@階　名
626（シレブル）

@階　名

726

@階　名

826

@階　名

926

@階　名
27

@テトラコルド

127

@　　　『

227 327（テトラコルド）

@四連音

427

@四　　絃

527 627 727

@一　一

827 927

28

@ハ長調

128

@　自然長音階

228 328自然長音階
S音階的ハ調長音階

428

@自然長音階

528

@自然音階
628模範音階
@自然長音階

728基礎音階

@ハ調音階

828

@は調模範音階
928基礎音階

@模範音階
29

@イ短調

129

@　　　』

229 329 429

@自然短音階

529

@イ調自然的短部皆

629

@イ調短音階

729

@一　　一

829 929

@自然的イ調短音階
30

@＃系音階

130

@　　　一

230 33。 i嬰の記号を有する長音階） 430

@嬰租長調

530

@嬰種（長・短暗階

630

@嬰種音階

730

@袖網音階

830 930

@嬰種（長・短）音階

31

@b系音階

131

@　　　｝

231 33’ i欝蔭する） 431

@変種長調

531

@変租（長・短）音階

631

@変種音階

731

@変種音階

831 931

@変二二頗）音階
32　理論上，

@調号の多い調

132

@　　　｝

232 332（アジショナル）

@増加（長・矧音階

432 532 632 732

@㎜　一

832 932

33

@遠隔調への転調

133

@　　　一

233 333

@例外転調

433 533 633 733 833 933

田
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《表8》

1 2

楽語（速度・その他）

3 4 s 6 7 8 9

資料名 音楽之枝折（上） 音楽之枝折（纐 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科尊 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
同法著者・出版年

大村芳樹（M22以前） 大村芳樹（M22） 螂姫’醐魁劇M21） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 錦㈱閥村成仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

Ol

@Grave
101 20玉 301

@甚だ遅く

401（grave　and　solem）

rだ緩徐に且つ厳格に

501

@極めて緩徐に

601

@極めて緩徐に

701

@厳格に

801

@玉Eく厳格に

901

@徐に，荘厳に
．02

@Adagio
102 202 302

@遅　　く

4。2（leisur｝y）

@急速ならず

502

@最も緩徐に

602

@甚だ緩徐に

702

@最も緩徐に

802

@緩徐に

902

@緩徐に
03

@Largo
103 203 303

@遅　　く
柵荘大に，甚だ
@遅く且つ厳格に

503

@最も緩徐に

603

@最も緩目なる拍子

703 803

@宏大に

903

@最も緩徐に
D4

@Lento
104 204 304

@遅　　く
姻緩かに
@（緩徐の拍子に〉

504 604

@少し緩徐に

704 804

@睡かに

904

@極めて緩徐に

05

@Larghett。

lO5 205 3。5遅く但しlargo
@のごとく遅からず

4。5ラーゴーの如く

@緩かならず

505

@緩徐に

605

@緩漫なる狛子

705 SO5

@4ろ大きく

905

uラルコ』の如く遅からず

06

@Andante
106 206 306

@中等の遅さに

406寧ろ緩徐に，
@程良き．速度にて

506

@中等の遅さに

6。6梢緩徐に且つ
≠獅р≠獅狽撃獅盾謔閧熨ｬく

706

@梢緩徐に

806

@尋常の速度に

906

@梢緩徐に

07

@AndantenQ
107 207 307 4。7（nQtg。曲was㎝d㎝te）

≠獅р≠獅狽?ﾌ如く緩かならず

507 607 707 807 907

08

@Andantino
108 208 308andenteより

@更に少し遅く

408（diminuこ｝ve竃ロda城e｝

≠獅р＜高狽?謔闌p度を減じて

508 608

@緩徐に

708

@緩徐に

808

Aンダンテよ％腿に

908

uアンダンテ」よ妙し速く

09

@Moderato　assai

109 209 309 ‘且09 509 6。9中庸の速度より

@も梢速く

709 809 909

10

@Moderato
11Q 2工0 310

@中等の速さに

【塾10

@程能く

510

@中　廠

610

@中庸の速度

710

@程よき速度に

810

@程好き速度に

910

@通常の速さに

11

@Allegretto

111 211 311全くallegro
@の如く速かならず

輯　アレグロの如く

@速かならず

5U

@梢や急速に
611allegroの
@如く速からず

711（allegrato）

@梢々急速に

811

Aレグロより減速に

鋤快活に「アレグロ」の如く速ならず

12

@Allegro
112 212 312

@急速に

412（merry　and　lively）

@快活に

512

@急速に

612

@急速に

712

@快活に急速に

812

@速かに

912

@急速に，快活に

13

@V1vace
113 213 313 413（lively）

@快活に

513 613 713 813

@性急に

913

@快活に，迅速に

14

@Vivacissimo
114 214 314 414 514 614 714 814

@最も性急に

914

15

@Presto

115 215 315

@甚だ急速に

415（Prests）

@速かに

515

@極めて急速に

615

@甚だ急速に

715

@甚だ急速に

815

@火急に

915急速に「アレグロ」より速く

16

@Prestissimo
l16 216 316為し得べき

@極度の速さに
鵬プレストーよワ
@速かに甚だ速かに

516 616

ﾗ旨凹き極度の速さ

716 816

@最も火急に

916

@極めて急速に

17Allegro　ma

@non　troppo

117 217 317 417 517 617急速にすぎざる
@様の意なウ

717 817 917

18

@meno　presto

118 218 318 418

@稽や速かに

518 618 718 818 918

19

@accelerando
119 219 319（accei，）

ｾ渡4蜥次急速なるもの

419（accel，）

@性急なる速度に

519（Accei．）

@漸次急速に
619ある部分よ弓
汨謔ﾉ急速にする時

719（Accel，）

@漸次に急速に

819（Acce1．）

@漸次速かに

919（Accel，）

@漸次急速に

20

@ritardando
120 220 320（ritard．）

@漸次徐々なるもの

420（ritar，）

@漸次四声に

520（Rit．）

@漸次緩徐に
620或る部分より

@緩徐にする時

72。（rlt．）

@漸次に緩徐に

820（Rit，）

@漸次緩徐に

92。（Rit，）

@漸次緩徐に

駈
恥
装
｛
口
跡
一
廻
か
鮨
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皿
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《表8》

1 2

下山（速度・その他）

へ
O

4 5 6 7 8 t
j

枝折（上） 音楽之枝折（繍 楽典初　歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科告 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
（M22以前） 大村芳樹（M22） 螂姫鶴騨課（M21＞ 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 鈴綱観却1・口利成仁（M35＞ 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽；果（M41）

一　　一

221 32只ca1．）漸次緩徐に

ｵて且つ静和なるもの

斗21 521 621

@　　　　｛

721 82ユ 92ユ

@漸次｝1繍に

｝　　一

222 322（rall．）

@漸次緩徐なるもの

422（ra11，）

_かに速度を減じて

522

@漸次緩徐に
繊或る部分より
@緩徐にする

722

@　｝

822（Rall．）

@漸次緩徐に

922

一　　一

223 323（ad　lib．）若rF部分

ﾌ速度を奏者の意見に

423 523 623

@　　　　一

723

@　一

823 923（Ad　lib．）

@奏者の意見に

『　｝

224 324本来の速度に
@復するとき

424

@固有の拍子に

524一助更したる速度

�{縄隻に復ぜしむる

624一旦速度を変更したる

烽ﾌ更に元の鰯こ復糺む

724

@本来の速度に

824 924

@本来の速度に

一　　一

225 325 425（strin，〉

@圧迫に

525 625

@　　　　一

725

@　一

825 925

@漸次急速に

一　　一

226 326 426 526 626

@　　　　｝

726

@　｝

826 926

@漸次緩徐に

｛　㎜

227 327 427（agitated）

@感情を以て

527 627

@　　　　一

727

@　一

S27 927

@感情を以て

一　　一

228 328 428二全音符
@ブレイブの拍子に

528 628 72S

@　一

828 928

一　『

229 329 429（animated）

@精神を以て

529 629

@　　　　『

729 829 929

@感ll」を以て

一　　一

230 330 43。（by　degrees）

@漸次に

530 630

@　　　　一

730 830 930

一　　一

231 331 431（su歪ficiently）

@充分に

53王 631

@　　　　　

731

@　一

831 931

一　一

232 332 432（well）

@能　　く

532 632 732 832 932

一　　一

233 333 433（britteant）

@光輝を以て

533 633

@　　　　一

733

@　　　　　r

833 933

一　一

234 334 434 534 634

@　　　　一

734

@　｝

834 934

@謡うが如く

一　一

235 335 435（with）

@以　　て

535 635

@　　　　　

735

@　｝

835 935

｝　｝

236 336 436（w漉mirth）
@愉快を以て

536 636

@　　　　一

735

@　一

836 936

一　｝

237 337 437（with　espresslon＞

ｴ1髄以て発想的に

537 637

@　　　　一

737

@　一

837 937

一　　一

238 338 438（with　fire）

@火急に

538 638

@　　　　一

738

@　｝　一

838 938

｝　｝

239 339 439 539 639 739 839 939

@趣味を以て

一　一

2⑳ 3畦。 ㈱（with　moUon）

@感情を以て

5弓0 640

@　　　　一

74D 840 940

田

田
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《表8》

1 2

楽語（速度・その他）

3 4 5 6 7 8 9
　　　　　　　　　資料名現在の用法

音楽之枝折（上） 音楽之枝折（続） 楽典初歩 音楽理論 楽典　入門 楽典教科’L 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本

緒畑粋 大村芳樹（M22以前） 大村蹴以M22） 文剖山型四四1徽M21＞ 〃令木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 鈴木旭矧1・野’械仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

遭l

@Con　Tenerezza

141 241 341 441（with　tendemeSS）

@　柔順に

541 641 741 841 941

42

@Dolce
142 2繧2 342 442

@柔かに

542 642（do1．）

@　円滑爽快に

742 842 942

@　　柔かに
43

@Espressivo
143 243 343 443（expressive）

@　発想的に

543 643 743 843 943

44

@Fuoco
144 244 344 444 5頑4 644 744 844 944

@　急速に料紳を以て

45

@FuriOSO
145 245 345 445 545 645 745 845 945

@　　急いで
46

@Giusto
146 246 346 446（exact）

@　正格に

546 646 746 846 946

47

@Grazioso
147 247 347 447（gracefu｝）

@　快活に

547 647 747 847 947

48

@1n　iStesSotempo

148

@　　　　　一

248 348 448

@　同時に

548 648 748 848 948

49

@　L’istess。　tempo

149 249 349 449 549 649

@　前の拍子を保って

749 849 949

50

@Loco
150 250

@　　　　　　一

35Q 450

@　柔かく

55（｝ 650 750 850 950

51

@ma
151 251 351 451（but）

@　然れども

551 651 751 851 951

52

@MaestOSQ
152 252 352 452（malest1C）

@　威厳に

552 652

糟ｵに且つ威ある様

752 852 952　（Maestoso）

@　威厳を以て

53

@ma　non　trOPPO

153 253 353 453（but　not　too　much

ｵかれども過量ならず

553 653 753 853 953

54

@Marcato
154 254 354 454（marked＞

@　注歯して

554 654 754 854 954

55

@meno
155 255 355 455（leSS）

@　梢　　々

555 655 755 855 955

56

@meZZO

156 256 356 456（half）

@　半分に

556 656（m．）中庸の度
i強からず又弱からず〉

756 856　（m．）

@　　中勢に

956

57

@molt
157 257 357 457（much，very）

@　多く，甚だ

557 657

@　甚だの！し；なり

757 857 957

58

@non

158 258 358 45s（not）

@　　…・ならず

558 658 758 858 958

59

@Passionato
159 259 359 459 559 659 759 859 959

@　感動して

60

@Perdendosi
160 260 360 46〔｝（1。sing　itself）

@　減｝」に

560 660 760 860 960

帖恥
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《表8》

1 2

楽語（速度・その他）

3 4 5 6 7 8 9

折（上） 音楽之枝折（纐 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科書 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
江22以前） 大村芳樹（M22） 畑駄臣甑蠕課（M21） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 鈴木米凋ll・野村成仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

｝

25．工 361 461（m。re＞

@　猶

561 661 761 861 961

一

262 362 462

@頗る感情を以て

562 662

@　　　一

762

@　｝

862 962

｝

263 363 463Gitde）

@わずかに

563 663

@　　　一

763 863 963

一

264 364 464（as　though）

@例へば

564 664

@　　　一

764

@　一

864 964

一

265 365 465　（forceing＞　増声

i強声に但し進行中）

565 665

@　　　㎜

765 865 965

｝

266 366

@　　　一

466（riten⇒

@にわかに延声に

566 666

@　　　一

766

@　一

866 966

@漸次緩徐に

｝

257 367 467（it　follows）

@次の如く

567 667

@　　　　

767

@　皿

867 967

一

268 368 468（always）

@常　に

568 668

@　　　一

768

@　一

868 968

｝

269 369 469（extendguishing）

@透逸に

569 669

@　　　一

769

@　，

869 969

｝　．

270 370 470（sustained）

@掛　留

570 670

@　　　一

770 870 970

@勢を減ぜずに

一

271 371 471（赴eld，sustained）

@掛　　留

571 671 771

@　｝

871 9ア1

一

272 372 472

@適宜の拍子に

572 672

@　　　㎜

772

@　一

872 972

｝

273 373 473

@固有の拍子に

573 673

@　　　一

773 873 973

｛

274 374 474 574 674

@　　　一

774

@　一

874 974

@最大勢力を以て

一

275 375 475

@頭　動

575 675

@　　　一

775

@　一

875 975

一

276 376 476 576 676

@　　　一

776

@　｝

876 976

@　勇壮に

一

277 377 477（tum）

@反　　回

577 677 777

@　一

877 977

田

田
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《表9》

1 2

その他の用語

3 4 5 6 【
’

8 9

資料名 音楽之枝折（上） 音楽之枝折（繍 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科書 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
矯法潴凹凹 大村芳樹（M22以前） 大村芳樹（M22） 文部大臣鯛中脳（M21） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 三二ll剥利成仁（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

01

@メロディー

101 20工 301

@（単音唱歌）

401（Mel。dy）

@旋　律

501 6Q1（メロジー）

@旋　律

701 801 901（Melody）

@旋　律
02

@リズム

102 202 302 402（Rhy宅hm）

@口　調

502 602 702 802 902

03

@Treble
103 203 303

@最高音

403

@最高音

503 603 703 503 903

04

@Soprano
lO4 204 304

@最高音

404

@最高音

504 604

@湿繭音部

704 804

@高　音

904

@r醇デ　　　立
@珂　　　　日

05

@Mezzo－soprano

105 205 305 405

@高　音

505 605 705 805 905

06

@Contralto
106 206 306

@中　音

406

@中　音

5i16 606 706 8D6 906

07

@Alto
107 20ア 307

@中　音

407

@中　音

507 6Q7

@中音部

707 807

@中　音

907

@中　音
08

@Counter　tenor

108 208 308 40S

@次中音

508 608 708 808 908

09

@Tenor
109 ZO9 309

@次中音

409

@次中音

509 609

@次中音部

709 809

@次中音

909

@次中音
lo

@Barytone
11D 210 310 410

@上低音

510 610 710 810

@低　音

910

@低　音
11

@Bass
111 211 311

@低　音

411

@低　音

511 611

@低音部

711 811 911

12

@声域・音域

112 212 312

@（声音の駆域

412 512 612

@人声の区域

7／2 812 912

@声音の区域
13

@弦楽器

113 213 313 413

@絃楽器

513 613 713 813

@絃楽器

913

14

@管楽器

114 214 314 414

@管楽器

514 614 714

@＊軍楽器

814

@管楽器

914

15

@打楽器

115 215 315 415

@撃楽器

515 615 715 8！5

@撃楽器

915

16

@鍵盤（楽器）

116

@　鍵　　盤

216 316 416

@有鍵楽器

516 616（キーボード）鍵盤

@有鍵楽器

7工6 816

@有鍵楽器

916

@侑鍵楽器の腱盤
17

@ピアノ

117

@　洋　　，

217

@　洋　琴

：317

@洋　琴

417

@洋　琴

517 617

@洋　琴

7上7 s正7

@洋　琴

917

@洋　琴
18

@オルガン

118

@　風　琴

218

@　風　　，

318

@風　琴

418

@風　．聰F

518

@＊風　琴

618

@風　琴

718 818

@風　琴

918

@風　　ム
19

@アコーディオン

ユ／9 219 319 419 519 619 719

@＊手風琴

s19 919、

20

@白鍵・黒鍵

120

@白色鍵・黒色鍵

220 320 42【） 520 620

@白鍵・黒鍵

720 820

@　　　・黒鍵

920

@白鍵・黒鍵

養
分
π
眈
q
か
鴫
揃
油
甜
3
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《表9》

1

その他の用語

ワ
一 3 4 5 6 7 s 9

折（上） 音楽之枝折（纐 楽典初　歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科’L 中学賢日歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
涯22以前） 大村芳樹（M22） 文部大臣凹凹瀬M21） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 鈴木糊恥購捌二（M35） 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M41）

｝

221 321

@　立　琴

421 521 62ユ 721

@（＊陽琴）

821 921

｝

222 322

@　　　’@　発相記号

422（Expression）

@　発想記号
522発想記号
@　（特別強弱記号）

622 722

@　一

822

@　発想用語

922

@　　　一@　発相記号

一

223 323 423 523 623

@斗出音栓

723

@　｝

823 923

一

224 324 424 524 624オクターブ下の
@音を同時に添える

724 824 924

｝

225 325 425 525 625炊らかにして
@愉快な音

725

@　｝

825 925

一

226 326 426 526 626平滑流動
@しかも管笛の音

726

@　一

826 926

一

227 327 427 527 627

@爽快流麗

727

@　一

827 927

一

228 328 428 528 628Bas－SGon又は
nb。iの二二こ類似

728

@　一

828 928

一

239 329 429 529 629勢力を付加して音
�ｭくする，音は強岡

729

@　｝

829 929

㎜

230 330 430 530 63。着雪にして

@管笛の音に似る

730

@　一

830 930

一

231 33！ 431 531 631Forteの反対，

@音色柔和優美

73ユ 83ユ 931

｝

232 332 432 532 632オクターブ上の
@音を同時に添える

732

@　一

832 932

｝

233 333 433 533 533Violaの楽器，

@流庇明朗

733

@　一

833 933

一

234 334 434 534 634柔和にして天上
@の声かと疑はる

734 834 934

｝

巳35 335 岨35 535 635

@（単音唱歌）

735

@　一

835

@　独　　奏

935

　

236 336 436 536 636（複音唱歌）

@儲五音唱歌）

736

@　一

836

@　連　奏

936

　

237 337 4：37 537 637

@（三玉音唱歌）

737

@　一

837

@　三部合奏

937

一

238 338 438 53S 638

@（四重音唱歌）

738 838

@　四部合奏

938

一

239 339 439 539 639（ロンドー）

@輪　唱

739

@　一

839 939

一

240 340 440 540 640

@合　唱

740 840（コーラ幻

@　合　唱

940

田
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《表9》

／ 2

その他の用語

3 4 5 6 7 8 9

資料名 音楽之枝折（上） 音楽之枝折（紛 楽典初歩 音楽理論 楽典入門 楽典教科占 中学唱歌集（上） 楽典大意 普通楽典教本
講法潴・出版年 大村芳樹（M22以前） 大村芳樹（M22） 文部大臣励鐘1認M21） 鈴木米次郎（M25） 多梅稚（M32） 入江好治郎（M35） 鈴刺纐ll・里耐成仁（M35＞ 鈴木米次郎（M38） 開成館音楽課（M4D
41

@弦楽合奏

141 241 341 441 541 641 741 841（ストリングバンド｝

@絃楽器の合奏

941

42

@管楽合奏

1舵 242　　一 342 442 542 642 742 就（ブラスバンド）

@管楽器の合奏

942

43

@管弦楽

143 24．3　一 343 443 543 643 743 843（オーケストラ）

@管絃楽

943

44

@吹奏楽

144 244 344 444． 544 644． 744 844（ブラスバンド）

@吹奏楽

944

45

@楽　音

145

@　楽　音

245　　㎜ 345

@倍楽上の声音）

445

@　楽　音

545

@楽　音

645（ミュージカルサウンド）

@楽　音

745 S45

@；毘K　　　立
@木　　　　Eヨ

945

@楽　音
46

@雑　音

146

@　乱　音
246　一

@　一　　　　　　　　　．

346 赦6 546

@喋　音
646（ノイズ）

@乱　音

746 846 946

@燥　音
47（s。und）

@音　響

14．7

@　音　響

247 347 4‘17（sound）　　罰塊　　　磯町　　［」　　　　笥’

547〔サウンド）

@　音
647（サウンド）

@　音

747 847 947

@　音
48

@音　　色

14s 248　　一 348 448（character）

@　音　色

548 648（チェンバー）

@音　色

74．呂 848 948

4乳

@（楽音の）特性

149　　（パワー）
@　時，調，度

249　－
@　　　　　　　　1

349 449 549陪の三世閨
@｝5低，長短，強弱

649㈱〔聞）け且：）（か・ろ）

@調子，拍子，強弱，音色

749 849

@拍子，調子，勢力
949惜の特性）

@高低、長短，強弱
5Q（pitch）　油二　　　一一　日　　晶

㈱（ピッチ）

@　　調

25G ：励（ピッチ）

@　両　度
へ5Q（pitch）

@　音　度

550

@倍）媒i低
65。　（ピッチ）

@調子，律

750 B5〔〉

@調　　子

950

@　（音の）高低

51

@純正律

151 251　　　 351 451

@　自然・山＝階

551 651 751 S51 951

52

@平均律

152 252　一 352 452

@　人造音階

552 652

@平均十二律

752 852 952

53

@音高の基準

153

@一秒半闘こ65の皮

@動をなすところの

@音をCと定めたり

253 353

eー（2肥51・ハンデル餌9．D

553

@｝

653

@・ハ・・……258，6525

@　（イ……一435．0）

@　（無点十二律〉

753 853 953

噺
め
塁
π
娩
㎝
繰
か
嘩
楽
日
出
目
酬
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田　　邉 隆

（1）　「楽譜」　《表1参照》

　今日の用法と同じ表記が大部分である。
　　　　　　　　〔注13〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔注14〕　　しは　　ユ

　〈09＞の「かっこ」については「連続〈209＞」や「鈎線〈509＞」なる名称を与えている。し

かし〈509＞の「鈎」は，《表3》のく24＞の「符鉤」との混同が考えられる。しかし，資料〈5＞

に関しては，「掛鉤」〈524＞なる表現が明記されていない。従って，資料〈5＞に関してのみ検

討する上では，混同の心配はない。

　次に《表1》の「不完全小節」〈20＞については，「変格小節」〈520・620・920＞として統一

を見る。また，関連することとして，F弱起」《表5》のく106＞～〈506＞，＜906＞の（譜例）は，

不完全小節やアウフタクトの例が，楽譜として記載されていることを示す。しかし，資料〈6＞
　　　　　　ユら　
「楽典教科書」以外は，「auftakt，アウフタクト，弱起」なる名称が与えられていない。

　このことは，《表1》のく23＞～〈26＞に見られるように，「形式（form）」の基礎単位でも

ある「動機・楽節」等の記述が少ないことと同様に，この方面の認識が一般的になされていな

いことを示している。

（2）　「記号・略号」　《表2参照》

　staccatoについて，若干現在と異なる。

　現在は，一般的には便宜上三分類している。

①「創……staccato（普通，スタッカートと言った場合，これを指す）
　　　へ　　　　　②「f（r；’「）」……mezzO　StaCCatO

③「lt」……StaCCatiSSimO

　しかし，《表2》では，mezzo　staccatoは〈402＞1例のみであり，しかもこの「半弾音」

なる名称は，〈03＞ではなく＜02＞の「P」の方に分類している。

　〈02＞とく03＞との比較から，staccatoに「頓音」〈203，302，303，603＞，「弾音」〈403＞の

訳を与えている。その他は，黒点〈302，502，902＞と垂点〈303，403，503，703，803，903＞

のように，どのような点であるかで，違いを区別している。

　また，「ft　1と「E」に対して，　staccatoを同等に与えている資料は〈3＞〈8＞〈9＞であ

る。〈2＞〈4＞〈6＞は「Pjの方をstaccatoとむしろ表現している。このことから当時，　stac一

　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ

catoは「ejと「r」の両方を意味するか，または「f」がstaccatoを代表する音符であっ

たと言える。

　「tr．」については，〈425＞とく430＞と比較すると「＜＜／」（プラトリラー）を「Trill」と名

づけ，「tr．」を「Trillo」と名づけている。「Trilljは英語表記の「tr．」であり，「Trillojは，

イタリア語表記の「tr．」であり，同じことである。さらに，＜925＞とく926＞を比較すると，

【＜＜／」をモルデントと呼ぶところが，今日の言い方と異なる。即ち，Pralitrillerのことを

uper　mordent（上方回音）としているからである。〈925＞が「進塁音」で，〈926＞が「順漣音」

と訳す方が，むしろ今日の表現に近くなる。

　以上，今日と若干ニュアンスの異なる点を述べたが，《表2》で，その他特徴的な名称を取

り上げてみる。

〈606＞「帯jTieの発音と意味とがうまく合ってpる。

＜307，407，507＞「全絃神速反復（返動）」

154



明治期における音楽用語の研究

〈907＞「三音」

　　　　　　　　　　　く　ロ　エ
〈220，　420，　620＞　「塩梅言己号」

（3）　「音符・休符」　《表3参照》

　音符や休符については，今日の言い方とほぼ一致している。

　＜26＞の三連（音）符を「変拍子」〈326，426，526，626，826，926＞と表現している。こ

の変拍子は，今日の「変拍子」，即ち交替する拍子や混合拍子さらに複数の拍子が同時に存在

する拍子とまったく意味が異なる。

　また〈124＞の「符尾」は他の資料の意味と今日の意味と異なる。

　次に「＜」と「よ」については，どちらの表記も四分休符を意味する。休符が「－」→「一」

→「一且」と図形的に半減したり，上下対称形になることで，音価を半滅させる規則は，理解し

やすい。また短かい休符が「ダ」→「ダ」一→「7」→「＼」と鉤の本数の減少や左右対称形で，

倍数関係の音価を表現していることも理解が容易である。しかし「副の形については，全休

符からの方向にしても短かい虫下の休符からの図式からも理解に苦しむところである。この点

については，IV．考察で述べる。四分音符の形状について次のような記述が，資料〈6＞楽典
　　し　　ア　

教科書にある。

　　〔四分黙符の形状及びその拍数〕譜表の二間と三問とに置くを通例とす時間の長さは一拍

　なり了ヌは多く印刷に用ひλは書写に用ひると難ども何れを使用しても差支なし

　《譜1》

甲i≡差≡ff≡ 乙iヨ≡≡

（4）　　「強弱に関する記号」　《表4参照》

　強弱についての特徴は「一声」との表現がなされ，「強音」はく414＞そして「一勢jはく8＞

と「声」以外の表現は珍しい。

　初心者の演奏は，楽譜にffJが書かれているから単に音量的に強め，「p」はその逆に弱める

だけの演奏が多い。〈204＞やく201＞の「剛壮」・「柔軟」は，単なる強弱だけでないニュアン

スが含まれている。さらに，「捌の配慮すべき点として〈206＞の「而て粗暴に失す可らず」

を確認せねばならぬことは，今日の演奏にも通じる点である。

　強弱記号ではなく，オルガンストップについての説明ではあるが，《表9》の「風琴」のスト

ップ機構については，音や音楽に求める当時の願いが表現されている。

〈629＞「Forte」……勢力を付加して音を強くする義なり，この音栓を抽き出さば音は強剛と

　　　　なるべし

＜631＞「Piano」……Forteの反対にして，音色は柔和優美なり

　一単なる「強・弱」だけでなく，音色に対するイメージまでも大切にしている。

（5）　　「拍子」　　《表5参照》

拍子記号「C」は「4／4」，「¢」は「2／2でほぼ一致しているが，〈311＞では「C」を「4／2」
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と「4／4」の両者に相当させている。また〈411＞では「¢」を「4／2」に相当させている。

　〈115＞において，「¢」を8拍子的に説明している。《譜2参照》

《言普2》
〔注18｝

　拍子の分類についてまとめると，対称的な二項目で捉えられる。

　「単（単純，普通）拍子」と「複（集合）拍子」。さらに「偶数（普通，平等）拍子」と「奇

数（三進，不等）拍子」

　＜418＞の「不規則なる拍子」を混合拍子に置き換えると資料〈4＞が，最も今日の分類に近

い。

（6）　　「音程・和音」　　《表6参照》

今日の「増音程」に対し「三連全音的（増4度）」や「超過大完全」なる表記が見られ，「減

音程」に対しては，「不及」「不完全」なる表記がなされている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロれ　　　　　　　く　ま　の
　次に協和音程と不協和音程の分類について《図1》と《図2》の二例を引用する。

《図1》

音
程

梅
園

今日の分類は，《図2》の分類と同じである。

（7）　　「訳語（速度・その他）」　《表8参照》

《図2》

AndanteとAndantinoの速さについて，今日の理解と同じものはく9＞のく906＞及び〈908＞
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である。それ以外についてはAndanteが，　Andantinoより速い速度として記述されている。

　また，〈606＞に見られるように，AndanteをAndantinoを基準に説明する例もある。

　現在，Andantenoなる語を音楽用語として用いていないが，資料〈4＞では，明確に区別し

記述している。

〈406＞Andante………寧ろ緩徐に，程良き速度にて

〈407＞Andanteno………（not　so　slow　as　Andante）Andanteの如く緩かならず

く408＞Andantino………　（diminutive　Andante）Andanteより梢速度を減じて

（8）　　「その他の用語」　　《表9参照》

　〈518＞〈714＞〈719＞の＊印は資料の本文中に記述されているものではなく，末尾の広告の

中の記載である。

　〈109＞〈409＞の「C音」の音高を「A音」に換算すると《表10》のようになる。

　　　　《表ユ0》　　　　　　　　　　　　　A音への換算表

　　　　資料番号

ｹ律　　　振動数

＜109＞ ＜409＞

C＝65 C＝256 258．7 269 273 264 268．5 249．1

平均律換算：
@（Aの振動数）
@〔C×2蓋〕

437．27 430．54 435．08 452．40 459．13 443．99 451．56 418．93

純．正調換算
iAの振動数）

@　〔C×暑〕
433．33 426．67 431．17 448．33 445 440 447．3 4！5．17

IV．考 察

（1）　「よ」の由来について

資料〈1＞に次のような記述がある。

　　「四分一及八分一の休止符に於て。其符体の方向の異なるは。敢て妨なし。音符に於て。
　　　　　　　　　　　　　　〔注21〕
其符体の方向の異なると同じ。」

同時に図で示している。　《図3参照》

《図3》
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全
音
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〔注22〕
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　資料〈1＞の記述から，四分休符の「X」を逆転させると「ン」の記号になる。このことか

ら，「λ」は「＼」から生じた記号であり，結局「R」は「Y」から生じた記号と考えられる。

　しかし，資料〈4＞には，次のような記述も見られる。

　　「音符の符尾は便宜により或は上向し或は下向せしむと錐ども休止符の符尾は常に下向せ
　　　　　　　しロエヨコ
　しむるものとす」

　この記述は，休符に音高が存在しないために，音符のように上向き，下向きの符尾をつける

ことが，むしろ煩雑になることから，次第に休符の方向が一定化されてきたものと考えられる。

（2）　協和音程と不協和音程について

《譜3》 《譜4》

　《譜3》は増3度であり《譜4》は完全4度である。今日，前者を「不協程音程」そして後

者を「（完全）協和音程」に分類する。

　しかし《図1》では，完全及び不完全協和音程の中に増音程と減音程が分類されている。こ

の《図1》から判断し，《譜3》の音程を解説すると，次のようになる。

　「A～C」が短3度，「A～C＃」で長3度，さらに「A～Cメ」で増3度となる。以上の3

種の音程は全て「不完全協和音程に属する。という説明である。即ち，「A～CX」は不協和

音程ではない。同様なこととして次のようなことは，めずらしいことではない。

　　「例えば，中学校や小学校の音楽の授業において，ピアノで協和音と不協和音とを鳴らし

　て教えているような場合には，バイオリンの調弦に見られたような厳密な協和感とは全く異
　　　　　　　　　　　〔注24｝
　なった態度で聞かれている。基

　《図1》の説明とピアノで協和，不協和音の説明を試みることとは，「誤った前提からどの

ような結論も導かれる」の類いの問題である。

　平均律を前提とすると，《譜4》が協和音程ならば，《譜3》も協和音程となる。なぜなら，

CXとDとは異名同音，即ち同音であるからである。同様に，《譜3》をピアノで弾いて，「不

協和な響きでしょう」と言い，直後に《譜4》をピアノで弾いて，「これが協和音程の響きで

す」との説明が，いかに矛盾しているかがわかる。

　両者の前提が純正調であると，次のように証明できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《譜5》において，各々の音程の比は次の

《譜5》

＠ ＠
『 lr一一一「

の 就のx＠
’齢 の Q 叩「　　　　　▼

@、

コビ6ザ ①
⑤
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ようになる。

①Aに対しCは（6／5）である。

②Aに対しC＃は（5／4）である。従って

③Cに対しC＃は（5／4）：（6／5）とな

る。即ち③の半音の比は，（25／24）である。

④同様にCから基準をC＃に上げC＃～CX

の半音も（25／24）である。
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⑤A～CXは②＋④の音程であるから，（5／4）×（25／24）一（125／96）である。

　完全4度の比は（4／3）であるから，（125／96）＜（128／96）＝（4／3）

　以上のことから，明らかに「増3度」と「完全4度」とは異なった響きであることが，理解

できる。

　従って，《図1》やピアノによる音程の説明には矛盾があることも認識すべきである。

（3）　長音程と短音程はなぜ完全音程に移行できないかについて

　この問題は，現在の初心者の質問に多い。しかし，音楽通論の中で，「長・短音程から増・減

音程に移行できる。しかし完全音程へは移行できない」との結論のみが記述され，その理由の

記述が無い。この問題について，同じ手法で証明し，説明が可能である。

《図4》

國く

《図4》について，具体的に半音問の比率を求めてみる。

《表11》 純正調（音程の比）
〔注25〕
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（a）　「完全←→減」の半音の比

・完全4度一減4度＝（4／3）÷（32／25）＝（25／24）

・完全5度一三5度＝（3／2）÷（36／25）＝（25／24）

（b）　「増←→完全」の半音の比

・増4度一完全4度二（25／18）÷（4／3）＝（25／24）

・増5度一完全5度＝（25／16）÷（3／2）＝（25／24）

（C）　「増←→長」の半音の比

・増2度一長2度＝（75／64）÷（9／8）＝（25／24）

・増3度一長3度＝（125／96）÷（5／4）＝（25／24）
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・増6度一長6度＝（125／72）÷（5／3）＝（25／24）

・増7度一一長7度＝（125／64）÷（15／8）＝（25／24）

（d）　「短←一〉減」の半音の比

・短3度一一減3度一（6／5）÷（144／125）＝（25／24）

・短6度一減6度＝（8／5）÷（192／125）＝（25／24）

・短7度一減7度＝（9／5）÷（432／250）＝（25／24）

（e）　「長←→短」の半音の毘

・長2度一短2度＝（10／9）÷（16／15）＝（25／24）

・長3度一短3度＝（5／4）÷（6／5）＝（25／24）

・長6度一短6度＝（5／3）÷（8／5）＝（25／24）

・長7度一短7度＝（15／8）÷（9／5）＝：：（25／24）

（x）　「短←→完全」の半音の比

・短6度一完全5度＝（8／5）÷（3／2）＝＝（16／15）

（y）「完全e→長jの半音の比

・完全4度一長3度＝（4／3）÷（5／4）＝（16／15）

　以上の結果から（a）～（e）の各間の半音の比は全て（25／24）である。しかし（x）・（y）

間の比は（16／15）であることから，（a）～（e）の半音移行と（x）・（y）の移行とは異な

る性質のものであることがわかる。両者の2種類の半音の差は，（16／15）÷（25／24）＝（128／

125）で，ディデュモスのコンマ（8！／80）より広い。

　このように，音程を比で説明することは，なぜ倍音列の基音が第1倍音であるかも説明でき

る。初心者の疑問に，《譜6》の①音から第1倍音と名づけてよいのではないか，というものが

ある。《表11》と《譜6》とが矛盾しないために，①音は第2倍音でなければならない。完全5

度＝（3／2）…①と②。長6度＝（5／3）…②と③となり一致する。
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（4）　AndanteとAndantinoとの矛盾について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロゴこ　
　AndanteやAndantinoについて，ベートーベンのエピソードが伝えられているが，ここでは，

資料上の矛盾点を指摘する。

　《表8》のく906＞及び〈908＞のみ今日の解釈と共通している。その他の資料は全て今日と

異なる。さらに〈806＞はAndanteの分類を「尋常なる速度」にしている。従ってその他の資

料く3，4，6，7＞が矛盾した解釈を示していることになる。
　　　　　　　　　　　　　　く　アき
　「一inojは縮小を表わす名詞語尾であるので，一inoが付加されたもとの語が速いか遅いか，
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どちらに属するかで，分類が明確になる。資料〈3，4，6，7＞の矛盾（〈1，2＞は記述な

し，〈5＞はAndanteのみ）は，遅い速度のAndanteに一inoの付加したAndantinoがさらに

遅い速度になる矛盾である。この点は大正期になると矛盾なく今日の用法と同じ解釈だが，今

回は明治期に限定した。

V。ま と め

　情報過多の時代にあって，結果や結論のみを迫い求める傾向を強く感じている。音楽科の教

育の中で，特に，音楽理論について，結果のみを伝える教員養成のあり方には問題がある。素

朴な子ども達の質問に対し，感覚的に，時に理論的に説明できる指導者の養成に発想の転換が

求められている。また，表層的な理解ではなく，微妙なニュアンスやより適切なる表現を求め

る努力を明治期の先人達に学ぶ必要がある。時代とともに，教育の場では音楽用語の精選化が

進んで来ている。一例ではあるが「絃楽器の絃」を「弦」と表記しな．ければならない現在，精

選化や簡素化が，本質的なものまでも影響を与え，本質的な点が何であるかが，わからない状

況を作りあげているとも考える。そのことは，結局音楽活動や指導上のポイントを教師や子ど

も達が見失うことにもなる。ゆえに教員養成の中で行われる「音楽理論」は，まず最も本質的

な内容から音楽の論理的側面を学ぶべきである。

　今後，感覚的側面と論理的側面とを関連づけた研究が進展することが，創造性重視の音楽教

育の基礎研究になると考える。

　今回，調査にあたり，資料提供をいただいた国立音楽大学図書館に，また繁下和雄（国立音

楽大学教授）と鈴木溶三（愛媛大学教授）の両氏に助言をいただいたことに心より感謝申し上

げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔注〕

駐1〕　「基礎」を表現や鑑賞活動から遊離したものと捉えてはいない。また，基礎の内容が楽典事項であ

　　　るとの見方は偏狭であると言える。

〔注2）上巻のみで下巻は資料として入手できなかった。しかし上巻の「例言」の中で，下巻の内容につい

　　　て次のように述べている。「下巻は専ら唱歌を辛くるのん法。及び教師の心得べき諸件……。」また，

　　　資料が古く発行年が不明である。そのため②の「続編」が明治22年出版から察し，明治22年以前の

　　　出版であると判断した。

〔注3〕「膏楽の教授に。小学に従事するもの。1との記述から，この資料の性格を察することができる。①

　　　と②を合わせての理解が妥当である。

f．注4〕この資料は，ジェームズ，カリー著内田弥一・訳である。師範用ではなくむしろ音楽理論専門書（初

　　　級）の性格が強い。尚，文部大臣官房図書課が版権を所有している。

〔注5〕F・A・ゴール，オシレー著の音楽理論教科書の訳本で，末尾に楽語索引がアルファベート順に整

　　　理されている。尚，鈴木米次郎（1868・2・6一ユ940・12・28）は1888年音楽取調掛卒業’。教育家。

〔注6〕凡例に「本書は初学者の教科用書に適切ならしめんがために，極めて簡明に，略譜を主とし本譜を

　　　客として説き，」と述べられている。N5　thと本譜とを対比させて記述している。

〔注7〕凡例に「本書は師範学校，中学校，高等女学校等の教科用に充てんが為めに著はしたるもの」と記

　　　されている。学校用の配慮として，配当時間の目安を師範学校では2年悶，中学校では3年内，高

　　　等女学校では1年間で本書終結と記述されている。さらに専門的事項や細部をあえて省略している

　　　ことを凡例で示している。しかし，内容は他資料と比べ多い。

〔注部唱歌集であるが，簡単な音楽理論が末尾にまとめてある。最末尾の広告が興味深い。例えば，（西洋）
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　　　横笛（ハーモニカ）など。

（注9）第一編「楽典大意」，第二編「風琴新教科書」，第三編「声音楽」，第四編「バイオリン曲譜」以上4

　　　シリーズの第一編である。即ち，唱歌楽器に関する練習前の手引き書の性格をこの資料は持ってい

　　　る。

〔注10〕高等女学校及び師範学校用教科書である。

更注11〕明治期における初の楽典資料は，次の3書であることが「音楽五十年史（堀内敬三　著）　鱒書房

　　　昭和17年」に述べられている。

　　　　①「音楽問答」（明治16年7月）

　　　　②「楽典」（明治16年7月）

　　　　③「音楽指南（メーソン著“音楽教授法”）」（明治16年9月）

〔注12〕以下〈〉内の数値は資料の数値を示す。〈1＞～〈9＞は資料について〈01＞～〈77＞は各名称や事

　　　項を示す。さらにく101＞～＜977＞は各資料の内容であるq

〔注13）近森一重：音楽通論（音楽之友社）では「かっこ」と表現している。

ζ注14）各資料に「鈎」が多く用いられているが，現在では「鉤」を用いる。

〔注15⊃資料く5＞のみ「弱起」について名称を与えているが，〈5＞の凡例の中と本文の両方で取り扱っ

　　　ている。ただし，“auftac”と綴っている。

〔注16〕料理の味付けの連想もあり名訳に思われる。尚，現在は1あんばい」だが当時は，iえんぱい」と発

　　　適していた。

〔注17〕楽典教科書，P．39より引用。

〔注18〕資料〈1＞音楽之枝折・上P，33より引用。ただし書きには次のようにある。

　　　　　「C或は4／4と記したる。単純普通拍子に於ては。其筋子音は。四分一鈍なるを以て。各節通

　　　例四個の割合を以て数ふ比し。然れども¢と記したる。緩慢なる拍子に於ては。各部を小分し。各

　　　一小節に八分一且。八個の割合に数ふ旧し。」

〔注19〕資料〈4＞音楽理論　P．68より引用P，66～P．68において，「協如上（協和音程のまちがいと思わ

　　　れる）の半音増加せしものを増音程と云ふ」と記述されているが，その増音程が不協和音程である

　　　との記述はない。むしろ，《図1》に示されるように，完全協和音程の中に「増・滅音程」を分類し

　　　ている。尚，減音程についても同様に記載されている。

〔注20〕資料〈6＞楽典教科書　P．142よ｝〕引用。

〔注21〕音楽之枝折・上　P．ユ9より引用。

匡注22〕注2！に同じ。

1注23〕音楽理論　P．28より引用。

〔注24〕梅本発夫：音楽心理学（誠信書房〉昭和41年　P．106より引用。

〔注2S〕注24と同書　P．15・一一・P．16より引用。　（＊1＞（＊2）（＊3）は次のように比率を求めた数値を

　　　あてはめた。
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〔注26〕標準音楽辞典（音楽之友社）や“The　New　Grove　Dictionary　of　Music　and　Musicians”にある。

〔注27〕伊和辞典（白水社）P．401

堀内敬三：「音楽五一卜年史」

　　　　　　　〔参考文献〕

（鱒書房）昭和17年
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入江好治郎：「楽典教科書」　（共益商社楽器店）明治35年

鈴木米次郎・野村成仁：「中学唱歌集・上」　（十字屋）明治38年）

鈴木米次郎：「楽典大意」　（自省堂本店）明治38年

開成館音果課：「普通楽典教本」　（大阪開成館）明治41年

標準音楽辞典（音楽之友社）
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